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1.初 め に

比 喩 表 現 の 営 み とは 、 コ ー ドを組 み 替 え て 新 しい 意 味 を読 み 取 る こ とで

す 。 別 の 云 い 方 を す れ ば 人 間 が 既 に 所 有 して い る知 識 の 枠 組 を本 来 の もの

とは 別 の も の の た め に 転 用 す る こ と と云 え ます 。 既 知 を未 知 な る物 事 や 新

しい 経 験 を述 べ る の に 用 い る こ とで 、 こ の よ う な こ と が で き る の は
、 人 間

が 物 事 を認 知 し想 像 す る こ とが で き る か らで す 。 従 来 の 既 存 の コ ー ドを組

み 替 え 別 の 新 しい 意 味 を 創 り出 す こ とで 、 人 間 ら しい営 み が で きる の です
。

こ う考 え る と ・ た と え 子 供 と い え ど も未 知 な る経 験 そ して 不 充 分 な 語 彙 と

表 現 力 を補 う 目的 で 本 来 の 語 句 の 組 み 替 え を して い る の で す 。

次 に こ の 比 喩 に つ い て の 考 え 方 を 参 考 に挙 げ て 、(II)で 本 論 に 入 りた

い と考 え ます 。

一 つ は
・`Thec・nceptismetaph・ricallystructured ,theactivityis

metaphoricallystructuredandconsequentlythelanguageismeta -

phoricailystructured.'(LakoffandJohnson19$0:5

と い う考 え で 、 そ れ ま で の 言 語 研 究 の 流 れ を変 え た と い わ れ るMetaphors

We・LiueBy(1980:5)の 一 節 を 挙 げ た も の で す 。 も う一 つ は 古 い 時 代 の

定 義 で 、 ア リ ス トテ レ ス がPoeticsで 次 の よ う に記 述 して い る もの で す
。

`Butthegreatestthi
ngbyfaristohaveacommandofmetaphor .

Thisalonecannotbeimpartedbyanother;itisthemarkofgenius
,

fortomakegoodmetaphorsimpliesaneyeforresembrances
.'

(.PoeticswithanintroductoryessaybyF .Ferguson:XXII:104}

以 上 ・ 比 喩 に つ い て 二 つ の 定 義 を挙 げ ま した が 、LakoffとJohnsonが 提

唱 し よ う と して い る の は 、 複 雑 な概 念 、 例 え ば 時 制 、 様 相 等 は 、 存 在 物 で

は な くて 概 念 的 に 複 雑 な 関 係 を 示 す もの で あ っ て 、 こ れ ら を よ り 単純 化 さ

れ た 概 念 、 又 は 現 象 に移 し替 え て 表 現 す る の は 、結 果 と しは 、 根 本 的 に は



110

一種 の比喩行為 を した ことになるとい うこ とです。ある事柄 を理解す るの

に別の事柄 における経験 を通 して理解 しようと試み る認知作用である とい

えます。一方、ア リス トテ レスのPaeticsに 書 か れ て い る定 義 は 、 修 辞 学

の 出発 点 となった直感的な連想作 用の ことです。 しか し両定義 とも実際は・

言語その ものが よ り多 くの表現力 を含蓄す るようになるための動 因を洞察

していることに変 わ りはあ りません。

ところで、 もう少 し比喩表現 自体 につ いて触れる と、語 や句の意味領域

を広げ、従来の語句 に新鮮 な使 い方 を許 して くれる ような私達の能力 は、

人 間の言語の本質的な特徴 です。私達 は、変化す る環境の下で常 に新 しい

事柄 について話 さなけれ ばな らない状況 に追い こまれ ます。,そ して 、そ の

時 に、 しば しば私 達 は限 られた語句 しか持 ち合せ てい ないのです。ですか

ら、 もし私達が語や句の意味領域 を拡大す ることがで きない とした ら・今

まで に一度 も出会 った り、経験 したこ ともないような事柄 につ いて話すの

は、大層難 しい ことになるで しょう。幸い にも私達は、時 には考 えている

よ りも遥かに語句の意味領域 を拡げて用 いているのです 。そ してそれ を比

喩表現 と呼んでいる訳 です。 この場合 には、その意味は意味領域 のプロ ト

タイブか ら遠 く離れて逸脱 している といえ ます。

(humanhead〈headofapin)(headstart)(headmaster)(head

line>〈catchaball>〈catchaword>〈catchacold>(Burling:32)を

例 に とる と、そ れ ぞ れ のheadやcatchの 意 味 と用 法 は 異 な って い ます

が 、headとcatchの 二種 類 の語 に は 、そ れぞ れ何 か共 通す る意味 的特徴

を備 えているの を、私達は感知す るのです 。プロ トタイプか らどの位その

距離が離れてい るかによって、その語の用法の新鮮 さは異なる訳です。次

に、例 えば<argument>(`議 論')に つ い て述 べ る場 合 、 実 戦 の 場 の行

為 に関す る語彙 を用いていることに気 がつ くはずです。相手 と論争 を戦 わ

すの に 〈Weattackanopponent'sposition>〈wedefendourown>

(webarragepeoplewithquestionsandtrytoshootdowntheir

arguments>(Burling:33)に 見 られ る よ うに、攻 撃す る,防 御 す る,弾 幕

砲 火 を浴 びせ る,撃 ち落 す とな ります 。 そ して 又 、 〈Timeismoney>

とい う語 句 は格 言 め い てお ります が、実生活の中で は、 時 間(time)を 貨

幣(money)に 係 わる語 句 を もって 表現 す るの は 日常 あ た り前 に なって い

ます。〈wecanwasteorsavetime><welosetime>〈weincesttime>

とい った英 文 の表 現 は、 日本 語 で もほぼ同 じ表現を使 ってい ます。 この よ



言語が創造するもの1Z1

うな比喩表現は日常化 したものであ り、 しかも私達文明社会で生活 してい

る人々にとって・文化の一部となっているといえます
。元来は比喩表現か

ら移行 してきたと考えられるそれ ら表現語句は、異なる文化圏でも同 じよ

うに用いられ、特に空間を表わす語句(in ,at,on等)は 、時間の概念 を

表現するのにも用いられ、これはかなり一般性があ ります。
一方
・詩的な比喩表現について考えてみると、作家特に詩人 と呼ばれる

人は、大な り小な り意識的に心を打つ ような比喩表現を創造 しなければな

りません。私達は文学作品に見られる比喩 を深遠で難解な文学の特殊性 と

考えがちですが・やは り秀れた作品の傑出 した比喩表現に出会 うと誰でも

読書の喜びを感 じるのは否めません。異なる二つの語句の予測もしなかっ

たような関係 を指摘されると、私達の想像力は一層掻 き立てられるからで

す。だか らといって、文学作品に見 られる比喩は、必ず しも意識過剰な創

作 と考えるべ きではな く、人間誰れ しもの言葉の運用能力の中に染み こん

でいるものです。あ くまで も、話 し手や書 き手が新 しい考えを吐露するた

めに・語に与えられている従来の意味を拡げる創造的方法と比喩を捉える

ことができます。

過去長い期間にわたって・醤語研究の分野では、比喩の研究は大 きい関

心を集めてきています。成人が比喩表現を使 う時には、日常の枠を越えた

経験 を表現するために、慣用語法の枠を破った新 しい表現を求めます
。そ

め表現が詩的であるのかどうかは別 として
、この新 しい形の表現は新たな

感覚をよび覚 まし、その感覚は新 しい経験 を生み出して くれ ます
。比喩の

本質は新 しい意味作用の創造です。従来の修辞学があつかう固定化 した語

と意味との結びつ きを打破 し、その語(言 葉)の 新 しい意味作用を可能に

し、意味領域 を拡げ新 しい価値 を付加 して くれるものです。

そこでこの小論では・文学的な比喩あるいは比喩構造 と文化といった問

題提起ではな く、子供(小 学校1年 生～6年 生)の 書いた 自由詩や作文の

中に用いられている比喩表現を採 りあげることにします。比喩の研究の上

で興味深い問題は、どういう切っ掛けで比喩が生 じるのかということです

が、卓れた言語学者国広哲弥教授の研究から、 〈子供が比喩能力を持つよ

うになる〉 という発生起源のことで有益な示唆をうけました
。子供の言語

習得の研究課題から考えます と、チ ョムスキーの主張する言語の生得性 を

確認するのに子供の言語行動を観察するのは興味深いことですが、筆者の

現在の能力 と詩学的アプローチへの興味を鑑みると、教授の比喩研究に対
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するアプローチ と視点の異なるところもあるので、II以 下に述べるように

資料 を整理するにとどめましたが、適切な御助言には感謝の意を表します。

II子 供の比喩表現の観察

では、子供(小 学 校1年 生 ～6年 生)の 比 喩 表 現 は ど う な っ て い る ので

しょうか。 この研究 の 目的は、次の事柄 を確認す ることです。子供の比喩

表現 は、修飾表現つ ま り修辞学上の工夫 あるいは拡張表現 というよ りも、

第一次 的な言語運用その もので あ る とい う観点 か ら1.A.Richards(The

PhilosophyofRhetorice1936:96)が 〈vehicle>と 記 述 した 〈比 喩 の 主

語 や 主意 を喩 える言葉〉 には、 どの ような言葉が用 い られ 、 そ してそ れ

らに係 わる事物や概念 の関係 は どうかなのかを整理 して、子供の描 くイメー

ジを観察 してみ ます。

ここで用いた資料 は、朝 日新聞湘南版の 「小 さな 目」 に発表 された 自由

詩 、すで に文集 になっている 『神奈 川の小 さな 目』 『ぼ くらの詩集小 さな

目』全3巻 、及 び 日本 児童 詩 研 究会 、 日本 作 文の会 の編 集 に よる約17冊

の詩 集 や作 文集 か ら、各 年齢 ご とに140例 を集 め て選 び 出 し、 分 析 の 対 象

と しました。

子供 といえども、成人 と同様 に彼等の言語 の文脈 の範囲の中で周 りの世

界 と接す るのです。私達成人で も同 じで 、誰で も身近 に起る現象 を観察す

ることに よって、それぞれ を主体的に意味づけす ることがで きます。その

結果、私達の経験の世界 は、各 人の持つ言語 によって大 き く左右 される と

いって もよいで しょう。子供の言語で は特 に、彼等 の経験 は本能的感覚 に

沿 った もので、子供 自身の ことばと して処理す ることがで きます。

さて、比喩 の基本 となる 〈主語 ・主意 を喩 える言葉 〉(`vehile')と 〈喩

え られ る主語 ・主 意〉(`tenor')の 語 彙 を抽 出 して 、 これ ら異 な る2つ の 間

にみ られ る移 行 を探 るた め、『比喩 表現 の理論 と分類』(国 立国語 研究所編,

1977:52)に お け る カテ ゴ リーの転 換 を参 考 に して、11種 類 の 移 行 の カ テ

ゴ リー を作 成 して み ま した。

① 準擬人化………無生物 を、人間 を含 めた動物の動作 、行為 、状態 に

喩 える。
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e・9・

② 擬人化

e・9.

ビルが生 きているみたいだ

人間だけが行う動作・行為・精神活動に喩える。

あっちのむぎはお じぎして

こっちの む ぎはお どっている

③ 一A物 を 身体 の一 部 に喩 え る。

e.g.僕 の手 み た い な き くの花

③s身 体 の一 部 をそ れ 以外 の物 に喩 える。

e.9.口 をは さみ み た い に動 か した.

④ 動 植 物 、人 間 、天体 を無 生物 に喩 える。

e.g.月 は鏡 の よ うに輝 い て い る

か え る は地面で石 の ように じっ と している

⑤ 動植物 に喩 える。

e.g,お か あ さんの かみ の 毛 は にん じんみ たいに赤 いんです

⑥ 一A固 体 を液 体 に喩 え る。

e.g.ス トロ ーが シ ャ ワー の よ うに 降 って くる

⑥mr固 体 を気 体 に喩 え る 。

e.g.黒 い ほ こ りが き りの よ うに たつ

⑥トC液 体 を固体 に喩 え る。

e.g.赤 い ア ル コー ルは エ レベ ー ター じゃないかな

⑥ 一D液 体 を気体 に喩 える 。

e.g.き りの よ うな雨 が ぬ くい空 か らお ちて くる

⑦ 感覚の転換(共 感覚)あ る感 覚 を別 の感 覚 表現 に転換 する こと。

e.g.虫 の声 は リリヤ ンの色 の よ う 阜

⑧ 無生物 の同種 類内で喩 える。

αg.お 人 形 さんの家 の よ うな鳥 か ご

⑨ 抽 象化(現 象 、 出来事 も含 む)

e.g.雪 はお にみ て えだ

⑩ 場 所 を示 す 語 に喩 える。

e.g.花 の 中 は小 さな小 さなお しろ

⑩ 無 生 物や生物 を太陽、星 、空に喩 える。

e.g.花 火 は星 を あつ め た よ うに
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ここでもう一度、比喩の修辞学的な定義 を中村明の 『比喩表現辞典』

(1979=角 川書店)か ら引用すると、「比喩 とは直接にさ し示す言語形式 を

使わないで事物、事象に対応する言語形式を提示 し、その言語的環境 との

違和感や文脈上の意外性などで聞き手の想像力を刺激 して両者の共通点を

推測させることによって、間接的に伝える表現技法である。」表現対象を

観察 し、その特徴を 「直接にさし示す言語形式」でなく、「間接的 に伝 え

る表現技法」をもって想像力をか りたて、「両者の共通点 を推測 させ る」

方法 とするだけで、新 しいイメージを創 りだ してい く想像力 という視点が

この定義には欠けています。書 き手、話 し手は各人の発想と感覚で新 しい

表現を創る訳で、その結果、その比喩は年齢、環境、能力によって想像力

のレヴェル差が生ずるのは当然です。だから次の小学生の比喩は、上述 し

た 『比喩表現辞典』の定義 とはだいぶ異っていることが、検討の結果 よく

わか ります。そこでまず第一 に、次に挙げる表一1の 分類順に沿 ってと り

あげていきます。

表 一!(各 学年140例 の比喩表現 中)

分 類 項 目 1年 2年 3年 4年 5年 6年

% % % 96 96 %

1 準 擬 人 化 7.14 27.13 12.14 21.42 20.7 21.42

2 擬 人 化 22.13 15.70 30.70 X5.0 26.41 11.42

3 物 と身体 との関係 6.42 5.71 3.57 5.71 5.0 ・ ・a

4 疵 生 物 化
`幽 噛 、

25.70 15.0 15.0 8.57 12.85 13.5fi

5 動 植 物 化 6.43 8.56 12.13 … 12.14 9.28

6 体 の 転 換 10.0 928 5.71 4.28 4.28 8.57

7 感 覚 に よ る 比 喩 4.28 0.71 0.71 1.42 x.43 1.43

8
同 種 類 の 物 体 の 中
で 他 の 物 に 喩 え る 7.14 1α0 X2.85 10.0 3.57 5.57

9 抽 象 化 5.0 3.57 4.28 8.57
・ ・ 12.85

1U 場 所 化 3.57 3.57 i・ 4.28 2.14 2ユ4

11 天 体 に 喩 え る 1.42 0.71 2.14 2.86 0.71 α71

準擬人化 と擬人化について:こ の二つの項 目が全体の中で占める割合は、

それぞれの学年では3る いはそれ肚 を逃了めています・ 糊 の社会に

身を置 く人々や原始人そ して経験の浅い子供達は、動 く物はすべて命ある

いは心を所有 していると考える傾向が強いので、いわゆるアニ ミズムによ
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る表現が目立つのは当然です。これは物 を感情的欲望的に捉え、それらが

人間 と同 じように心 を持ち表情 を示すと感ずる知覚であ り、例 えば 〈怒

る〉 〈寂 しい〉 〈にこにこする〉 〈笑 う〉 〈泣 く〉 〈嬉 しい〉 とい う言

葉が比較的多 く使用 されています。

A

上

例

おふろとけんか(小 学1年 生)

おふろの申で

おふろとけんかした

おふろがおこって

わた しのかおにおゆをひっかけた

2,か ぜ(小 学2年 生)

かぜ は どこ まで とんで行 くん だろ う

ピュー ピュー と音 をたてて とんで行 く

たの しそ うにお しゃべ りしなが ら

とおい ところへ どこまで も

どこまで もとんで行 く

3.ボ ー ル(小 学3年 生)

うん どう じ ょうで 、

赤 い ボー ルが 一つ

お ちていた

ボールが ニコニ コわ らってた

4.雨 のお ど り(小 学3年 生)

雨 が か さの上 でお どる

とって もた の しそ う

わた しのか さがぶたいだ よ

音楽の曲な一に

車 にのって も車 の上 でお どる

5年生や、6年 生 になると、鎮静的な状態や現象 を表現す るために も擬

人化・準擬人化を使 う表現が目立ってきます。
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例B

1.雨 の 中の け しき(小 学5年 生)

サ ー フ ィ ン してい る人 た ち を

て んぷ くさせ て喜 こんでいる海

若葉 をのみ こんで しまった き りの 山

雨の中で じっとしている景色たちは

何の歌 を歌 っているんだろう

2.海 (小学6年 生)

今 日、海 をみ にいった

この前 はちゃぷ んちゃぷ ん

お どっていたのに

今 日はさみ しそうに

本を読んでいる

Q
U

」
4

『0

かたほうの雨だれは考えている

家はおおやけどになって 死んで しまった

月がぼ くの日記をのぞいて

擬人化表現のために、 しば しば学校生活を連想させる表現の言葉が多 く

使用されています。

例C

1

2

3.

4.

5.

(ク ロ ッカスの花)み ん なで い っ し ょに話 し合 い

赤(花)が … れつ に な らんで朝 礼 して い る

ラン ドセルが スキ ップ しているみたい

ジェッ ト機は白いチ ョークで勉強 している

ぼ くが おに、かん字がか くれ る

学校生活に関する単語 を擬人化 した り、又学校生活における活動や行動

を示す動詞、名詞等を使って別の事物や事象を表わそうとしています。文

化 と言語が密接に関係があるのと同様に、子供の表現についても同 じこと

がいえるのです。
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擬人化は、 しば しば会話体を用いて表現されます。生命のないものや人

間以外の生 き物に会話体の表現をさせているのです。

例D

1.黒 板 は 「くす ぐった い よ う」 っ て いっているか もな

2.ま くらが 「ね むれ 、 ね む た くな れ」 といっているのかな

3.「 ね よ うか」 と上 まぶ たが い う

4.雨 だれお は 「お ち た くない」 とい っている

5.す ず めが 「助 けて くれ」 っ て さけんでいる

子供の身の回 りのあらゆる物が心を持ち、自分と同 じ感 じ方や考え方を

所有 しているような錯覚 を読者に与えるような、直接的表現をもって子供

は表現 しています。

次に親族関係、人間関係の語彙 で大 きさ、型を表わ しています。

例E

1.あ か ち ゃん き ゅ う りが3本 、お にい さん きゅ う りが4本

2.雲 のお か あ さん、雲 の子 供

3.き ん魚 の親 分

4.中 ぐらいの(み か ん)は お母 さん

擬人化の中で特徴あるのは、呼びかけ表現を低学年の子供が しば しば用

いていることです。物や動物 を擬人化するのに子供が他人を呼びかけるよ

うな云い方をする傾向は、低学年に強いようです。

例F

・す ず め ち ゃん

・夕 や け さん

・お 日さま

・き りん さ ん ・ め じろ 君

・プ レハ ブ 校 舎 君 ・指 くん

子供 は・無生物 には生命が存在 していない ことを充分承知 してはいて も、

.命 を生 きなが らえ る こ と こそ この世 に存在す るこ とに他 な らない と考 えて

い るのか もしれ ません。
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子 供 は生 れ なが らに して大 人 の 言葉 を真似 るのが上手ですか ら、当然大

人 の 慣 用 句 的 表 現 を容 易 に 身 に つ け ます 。S,ピ ン カ ー(Pinker

1994:264)に よる と赤 ん坊 は母語 につ い て のあ る程度の知識 を持 って生 ま

れて くると考 えられると述べてい ます。赤 ん坊 はすで に胎内で母語の韻律

をある程度学習 しているとすれば、 とりわけ回 りの大人の言葉が大 きく影

響 しているのは当然です。 しか し日常の言葉 は多 くの比喩 的表現 と科学 的

用語が うま く混 成 している し、 しか も子供は時には、言語 を習得する段階

で、一般 に何 とな く類似 している とい う感覚 的直観 に依存 する度合が強い

といえます 。上述 したS.ピ ンカーの 著書 の 中 で 赤 ん坊 は お そ ら く一 歳 前

にす でに也物 と無生物 の区別 を している と述べています。

次 に、「人体比喩」 と呼ばれる物 と人間の身体の名 称 との関係 は2種 類

に区別 で きます 。1つ は 、(1)物 を身体 の一 部 に喩 え た場 合 、 も う1つ は ・

(2)逆 に人 間 の 身体 の一 部 を物 に喩 えた場 合が考 えられ ます。

まず(1)に つ い て は 、花 が咲 き実 が な る様 子 、外形、色彩 、機 能 、状 態

を表わすの に身体の部分 を示す語 を使 ってい ます。

例G

(a)外 観 に よる型 ・形 の類 似 性 に よる もの

1.僕 の手 み た い な き くの花

2.お もちは と うち ゃんの一鼻み たい

3.(掃 除 機 の ホ ー ス)長 い首 をふ りまわす

4.日 本 の 山 は両手 を ひ ろげ て

(b)色 彩 の類 似 性

1,(ト マ ト)赤 い顔 を して い た んだ な

2.(す い か の種)黒 い 目玉 が い っせ い に わた しを にらんだ

(c)類 似 した機 能 を もつ

}.連 結機 は人 間 の手 だ

2.自 動 車ぼ くの も う…つ の足 だ

3.め う んのお へ そ だ よ(善 の こ と)

(d)姿 、外観 が 類似 して いる

1.し わ だ らけの た くわ ん それ は年 とったおばあ さんの手の ようだ

2.(ビ ニ ー ルの袋)大 きな顔 をぱん ぱ ん にふ くらませて
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更 に ② に つ い て は 、 人 聞 の 身 体 の 機 能(す な わ ち手
、 足 、 頭 、 顔 、 口 、

血 管 ・ 毛 穴 ・ 髪 ・乳 等 の もつ 外 観 、 状 態 、 機 能 、 動 き 、 感 覚)を 説 明 す る

た め に 物 に喩 え て い ます 。 〈喩 え る こ と ば 〉 は
、 食 物(チ ョコ レ_ト の パ

ン・ ケ ー キ ・ マ シ ュ マ ロ ・ ゆ で 玉 子 、 お も ち 、 ち くわ の 皮 、 中 華 そ ば)
、

日用 品(糸 ・ ス ポ ン ジ ・ マ ッ トレ ス 、 は さみ 、 コ ッ プ 、 ス トー ブ 、 電 気 器

具 、 ク ッ シ ョ ン、 毛 布 、 台 所 器 具)、 お も ち ゃ類(ゴ ム ま り
、 ド ッ ジ ボ ー

ル ・ グ ロ ー ブ 、 フ......セン)等 の 語 彙 が 用 い られ て い ます
。

例H

1.糸 の よ うな手 が の び た

2・ お 母 さんの乳 は… … ・・ち ょこれい とパ ンの ようだ

3.マ マ の手 はマ シ ュマ ロみ た い

4.弟 の手 は お もちの よ うにや わ らか く

5.お 父 さん の ひげ は針 み た い に とげ とげ して

6.木 の根 の よ うに手 の こ うに しが みつ いている血管

7.(お 父 さん の手)ま る で毛 布 の よ うだ

8.フ ーセ ンみ た い な頭

9.母 の腰 は石 の よ うにか た い

次に一年生の子供たちは、人間、動物、植物、場所、現象 を手近にある

類似 した無生物の属性に喩える、無生物化の傾向が極めて強く、他の年齢
の約2倍 近い値を示 しています。次に示す例は、比較的独創的で新鮮 さを

感 じさせて くれます。

例1

1.お は じきみ た い な き くの花

2.ほ うせ きみ た い な木 の実

3.野 あ ざみ は は りみ た い に

4。 かぶ と虫 ・… … ・きか ん車 み たいだよ

これとは反対に・次に示すように小学1年 生では、動物や植物等の生物

4に 喩える表現が少なく、高学年になるにつれて動植物に喩える動植物化の

表現の使用数が増えています。それは、動植物についての知識を得ると同
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時 に、子供 たちは、旧いあ りふれた語彙 をやめて、新 しく修得 した語彙 に

までその使用域 を拡大す るか らで しょっ。

例J

1.空 に忘 れ た鏡 が1ま い

だ れが の ぞ い てお け しょ うするの

空 に忘 れたバナナが…本

だれが とってたべ るんだろ う

2.光 線 にあ た って 、 のみ の よ うなほ こ りが飛 びはねている

3.小 さなか わ い い ブル ーベ リー

目立 た な くて

ぱっと見た時はざっ草み たい

青 い海 を渡 るッバメの 目の よう

上 に述べた比喩は、子供の日常生活にとって身近かな無生物と生物の間

に見られる共通性 を子供たちが、認知することから始まります。生物 と無

生物の間の共通性は外見特 に色・形・感触等に基づいた判断に委ねられてい

て、生物か無生物かの分別ではないようです。人間は生後一年以内に生物

無生物の判別能力を身に付け、其々の生物が持つ本質が異っていることも

子供が幼稚園にい く頃には理解 しているのです。(Pinker1944:424-426)

しか し小学生の書いた比喩表現では、彼等の習得 した動植物の種類 とその

隠れた生態系上の特徴 をある程度知識 として頭の中にはあって も、言葉の

表現上の手段 となると身の廻 りの物の外見だけの根拠で喩えているといえ

ます。

次の例Kは 液体、固体そ して気体の相互間での喩えによる転換です。

例K

1.大 なみ の よ うに ブ ル トーザ ーが 近づ いた

(1司イ本→ 亨夜イ本)

2.黒 い ほ こ りが き りの よ う に た つ

(固 体 → 気 体)

3.赤 い ア ル コ ー ル は エ レベ ー ター じ ゃ な い か

(液 体 → 固 体)
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4.白 波 が き りの よ うに な って

(液 体 →気 体)

5.空 の雲 メ ロ ンパ ンの よ うに見 え ま した

(気 体→ 固体)

す で に既定 された表 現 の使 用 よ りも、む しろ感覚 をよび さますことによっ

て何 か新 しい経験 を描 き出 しているようにみ えます。特 に感覚に よる喩 え

は・小学1年 生 で 目立 っ てい る よ うで す 。 これは、年令の低 い程 、聴 覚 、

視覚 、嗅覚 、味覚 、触覚 が敏感で、音 、色 、香 り、嗅 い、暖か さ、冷た さ

等 にすばや く反応 を示す ことを物語 ってい ます。同種類の感覚 の中での移

行の他 に・実際 に刺激 を受けている感覚 を別の感覚 を もって喩 える表現 も

この中に含 まれます。安井稔氏 は、〈warmcolour>と い う例 を挙 げ て そ

の こ とを説 明 してい ます。(「共 感覚 とメ タフ ァー」;『 英 語 青 年 』6月 号
,

1976)実 際 に刺激 を受 け て い る感覚 が あ る場合 、それ とは別の感覚のかた

ちが存在す る時、この共存 している感覚 を共感覚 とよび ます。先 に挙 げた

例では 〈warm>を さす こ とに な る訳 で 、 この共 感 覚的表現の法則 性 は、

転移 の方向性が低 感覚か らよ り高級 の感覚へ とい う一一般的な傾向を示す と

いわれてい ます。感覚 に抽象度の階層性 を認め、その方向は低 い感覚であ

る触覚 か ら味覚→嗅覚→視覚→聴覚 とい う順序 になる とい うのです。他に

転移表現(transferredexpression)(国 広1982:X92)と して 通 常 の 表 現

とは違 って修 飾 語 の位 置が修飾すべ き語か ら離れた ところに存在 している

ような修飾表現があ ります。参考 にい くつかの例 を 『意味論 の方法』(国

広1981)よ り挙 げてみ ま し ょう。 〈小 首 をか しげる〉 〈小足 に歩 く〉 〈

shedsilenttears>〈afterhissolitarymea1>こ れ らの例 は共感 覚 表 現

で は あ りませんが 、人間はいかに感覚 的 に認知 し表現 を創 り出 しているの

かがわか ります。子供の共感覚表現の例 のい くつ かをみる と、

例L

1,

2,

3,

4,

虫の声は(聴 覚)か と り線香 の うず(視 覚)み た い

虫 の声 は(聴 覚)リ リヤ ンの色 の よ う(視 覚)

虫 の声 は(聴 覚)小 さな まるが い りま じった も よ うみたい(視 覚)

お 月 さまが金 色 に(視 覚)つ め た い(触 覚)
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虫の声(聴 覚)を か と り線香 の うず 、 リリヤ ンの色 、小 さな まるが い り

ま じった もようとい う視覚 に喩 えてい ます。例 文L4は 共 感覚 の一般 法則 ・

す なわ ち低 い 感覚か らよ り高い感覚 に属す る ものを修飾す る傾向に反 して

い ますが、 〈つめたい(触 覚)金 色(視 寛)〉 とい う表現 に極 めて意 味 の

上 で は類似 して いると考 えるこ とがで きます 。子供 のひ とひね りした表現

で面 白い といえます。…つの音 を他 の音 に喩 える ような聴覚に関する比喩、

そ して視覚行為 を触覚 に係 わる語彙で喩 える表現等 、共感覚 に関連す る比

喩がみ られ ます 。子供 がある音 を聞 く(聴 く)と 、 それ に伴 って視 覚 に訴

える色 が眼 前に見える ような気分にな って音 と同時 に色 まで"聴 こ え る"

よ うな体験 をそ の ま ま表 わ して いるといえます 。ここで例 に挙 げた音 、色

そ して形の関連性 は、新鮮で鋭敏 な感覚 を持 った子供 には当然 なこととい

えます。この…連 の現象は子供や大 人に とっては 自然 に起 る共感覚 で・ こ

の中で も色(視 覚)と 音(聴 覚)に 関す る共感 覚 は 代表 的 といえそうです。

共感覚 に鋭 い反応 をす る人は、 しば しばあ る音 を聞 くとある種 の色 を普通

の人 よ り強 く感 じるこ と、そ して 言葉や音 を聞 くだけで脳 内の中で も特 に

色 に係わる視覚 領域が反応 を示す ことにつ いてR.L.Traskは 述 べ て い ま

す 。 この よ うな共 感覚 に対 して鋭い人は子供の早期 の頃あるいは出生の時

にすでにこの ような能力 を持 っているのですが 、共感覚が どの ように して

起 るのかはまだ解決 されていませ ん。すべての子供は共感覚 を持 って生れ

て くるが極少数 を除いて年齢 と共 にその能力は消滅 してい くと主張す る研

究者 もいる ようです 。(Trask1995:137)

一方
、 日本 人が 通常 〈匂 うが 如 く咲 く桜〉 とい う表現 を用い ますが・こ

れ は、実際 には嗅覚 に訴 えるのではな くて視覚 く色彩感覚〉 に訴えかけて・

桜の花 の咲 く有 り様 を述べている と解釈 します。 しか し、 これは子供 の共

感覚の色聴等 とは区別 して考 えるべ きで し ょう。 〈匂 うが如 く咲 く桜〉

(梅 一・りんの香 り〉 とい う表現 の中には、日本 人の長 い営 み の文化 の 中で

育 くまれて きた感性 に より創 られた表現 とみるか らです。ですか ら共感覚

の相互作用 とはい えないで しょう。因み に語源的 に 〈匂 う:ニ ホ ウ〉 は 次

の様 に説 明 で き ます 。二(丹)は 赤 い 土の 意 で転 じて赤 色 、 ホ(穂 ・秀)

は外 に現 れ る こ とで 、 〈ニ ホ ウ〉 は赤な どのあ ざやかな色が美 しく映える

ことを意味 します 。(新 村 出編:広 辞 苑 第4版 及 び国広 先 生 の示 唆)

同 レベ ルの 感覚 の 問で の比 喩 、特 に聴覚 については次の ような ものがあ

ります。'
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例M

1.ビ ルの 音は心臓 の音 の よ うだ

2.お るが ん のい っ と う右 が わ をた たいた ら キイキイなった

じ ど う し ゃの き ゅ う プ レ._._キの お と に に て る な

お るがんのいっ とう左 たたいた ら ブ ウブウなった

ぶたがないているみたいだなあ

次 に、あ る物 を同 じカテゴ リーの別の物 に喩 える場 合には、ある物の説

明が難 しく、 また、形や状態 、色彩等 の説明が不可能な時には、類似性の

ある他の物 を借 りて表現す るのは一般 的な傾向のよ うです。言葉 を習得す

る段 階 にある 子供 に とって は、比喩 とは、それ を使わなければ表現で きな

い新 しい世界の創造であ り、必ず しも大げ さ誇張 とか、あ るいは装飾 のた

めの ものではあ りません。特 に、次 に示す例の ように同 じカテゴ リー内で

の喩 えは、子供の拡大 してい くイメージの 世界 を支えてい るようです 。

例N

1.サ フ ラ ンの花 は 、チ ュー リ ップに にている

2.マ イ クロバ ス み た い なキ ャラバ ン

3.お わ んみ た い なす げ 笠 かぶ り

4.ヤ マバ トの よ うな鳥

5.小 雨 の よ うに降 る涙

6.お 人形 さん の家 の よ うな鳥 か ご

7.お 風 呂 の タオ ルは ケ ー プの よ うにみ える

子 供 は時 々、〒〈主 意 を喩 える言 葉〉(vehicle)と 〈喩 え ら れ る 主 意 〉

(tenor)の 間 に一 つ 以 上 の類 似 点 を見 つ け 出 して比喩表現 を している よう

です 。例 えばヤマバ トの ような鳥 とい う表現 では、ヤマバ トの大 きさ、か

たち、羽毛の色のいずれかの点で類似 している訳で、 どの類似点が子供 に

とって最 も大切 なもの なのか は、個 々の子供 に よって違 うのではないか と

考 えます 。 しか し、 チ供が何か を表現 したいが 、適切 な語や語句の運用力

の不充分 なため に、それ を補お うとす る表現が 、子供の比喩表現の始 ま り

といえるのです。

次 に、抽象化 と仮 によぶ比喩表現が見 られます 。これは、行為、行動、
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状態、景色そ して表情等を、抽象的な概念や、出来事(想 像上 のもの)、

そ してある特定の現象を借用 しなが ら喩えることです。この比喩表現は・

学年が上るに従 って増加 しているようです。例えば、1年 生の子供が抽象

的な比喩表現を使用する頻度数は、6年 生の チ供のそれの約半分位です。

例0

1

2.

3.

4

5

6

7

雲はおにみてえだ

柿 とりはさるかに合戦みたいやな

(霜柱)小 さな妖精たち

この しわ1本1本 が苦 しみの物語のようだ

洪水のようにあふれる涙

算数国語社会理科のテス トテス トで交通ラッシュ

ポパ イの ように強い兄 さん

次に建物や場所に喩える場合、年齢による差はあまりみ られません。

例P

1.び 一 だ まは海 み た い だ よ 光 が あ た る と

2.は こ庭 の お い けの よ うにか わ ぐち湖

3.わ た しの か さが舞 台 だ よ

4.デ パ ー トの よ うな ぼ くの カバ ンだ

5.お れ の は らはア マ ゾ ンの底 な し沼 みたいだ

6.ま るで海 み たい に光 る雲

7.海 の底 はす て きな森 の 中

太陽、星、月等の天体に関する語彙に喩 える表現は、子供の詩には多 く

み られ ませ ん。 しか も、 〈喩 えられる物〉 は限 られた範囲の ものです。 こ

れは、天体 に関す る語彙 には、 〈喩 えるこ とば〉 と して、 イメージの創造

や造語能力がないのか、あるいは、子供 に天体観察につ いての興味が最近

薄いのか、それ とも、夜空の星々をゆっ くりながめ楽 しむことがで きるほ

ど、大気が澄 んでいないのか もしれ ませ ん。
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例Q

1 .菊 の花 はお 月 さまみ た い な あ

2.花 火 は星 を あつ めた よ うに

3.お じい ち ゃんの顔 は太 陽 で夜 は 月 だ

4.星 の よ うなお 友 達 を もっ と もっ とた くさ'ん

m.子 供 の心的世界

以上 、11の 項 目につ い て逐 次述 べ て きま したが 、 子供 の比喩 の 中で の

特徴 ら しい もの を総括 してみ ます と、以下の ようにな ります。

(1)心 、表情のない ものに生命を与え、あたかも動物や人間と似た行動 を

するかのようにとらえるアニミズムの表現が多い点です。これは修辞的

な比喩 というより、子供の言語運用の本質 と考えるべ きで、子供の柔軟

な感性の現れと理解すべ きです。

(2)子 供の比喩はまた、不充分な説明や言葉の不足をお ぎなう造語作用の

一つ と考え
、この造語作用の能力は子供の鋭い感覚、すなわち聴覚、視

覚、嗅覚、味覚、触覚に大 きく依存 していることがわか ります。五つの

感覚 を通 した認知能力によって、全 く異質の物の中に、直感的に関係点

を見つけ出 しているのです。その感覚 と観察は鋭いのですが、 〈喩えら

れるもの〉 と 〈喩えることば〉に於ける概念関係は0般 的 ・知性的 とい

うよりも個別的・感覚的です。そもそも比喩表現は、話 し手又は書 き手

と聞き手又は読み手 との間の互いに理解できるであろうという期待のも

とに成立 しますが、子供が 〈喩えることば〉(velicle)を 選択する際に

は、相手の聞き手(読 み手)側 の理解力や経験 をほとん ど考慮 していな

いようです。ましてや大人の経験、価値観、世界観 とはだいぶ異なるの

で、大人にとってす ぐに理解できないものがある訳です。例えば、

R

L

2
。
a

例

くつわ虫のようにかぜ とかぜがかさなって

ビー玉が世界 中をたべ ちゃったんだ

先生の顔はちゅうかそばみた く
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4.春 は何千 円 もす る ク リー ム だ

(母 親 の手 が冬 の 間荒 れ るが 春 の 訪れ と共 に回復す るのを見て)

5.船 か らなが め た陸 は まる で ラ イオ ンか ゴ リラが口 を開けてい る よ う

だ

6.(ラ イオ ンの よだ れ)こ ん に ゃ くみ た い な よだ れ

この よ うに言語環境 を意図的に破 る発想 は、文脈上の意外性 による効果

を求 めるとい うよりも、言葉の不足 を補 ぎな うために比喩 を使 つているの

であ り、成人 の意味の世界 とは異 なる子供の新 しい意味の世界 を生活経験

の中から創 り出 している訳です 。

一般的 に 〈喩 える ことば〉(vehicle)は
、そ の表 現 主体 で あ る書 き手 の

想 像 の世界 を覗 く窓であ り、別 に規則性 もないのですが、作品のイメージ

の流 れを導 き、それ らが全体 に集合 して作品のス タイルを創 り出す働 きを

しているといえます 。子供の これ らの 自由詩 にみ られる比喩表現 について

は、次の ようにい えるで しょう。子供は描 こうとす る対象 に接 する と、ま

ず それらが身の廻 りの どの ような物 に似 てい るのかを感覚的 に直感 し、す

ばや くその対象物 を新 しい比喩表現 に移 し替 えてい くのです。子供 の比喩

表現 の場 合には、 〈喩 えることば〉 は必ず しも他 の多 くの人 々が同 じよ う

に経験 した り、又は感 じた りで きる ような 般 的普遍的知識で はな くて、

個別 的限定 な ものが多 いの もそのためです。 だか ら 〈喩 えるこ とば〉が

形成す るイメージ も、子供の想像 の世界だけに関す る比較的限定 された イ

メージである と推定 で きます。

そこで 『比喩表現 の理論 と分類』 国立国語研 究所57(1978)に 挙 げ られ

て い る川端 康 成 の作 品(成 人向 け)の 底 を流 れ る イメー ジ(す で に述べ た

〈主 語 ・主 意 を喩 え る言葉〉が心理的残像 と して考 えられ た もの や形象)

を参 照 しなが ら、子供 の 自由 詩 を素材 に して仮 に14種 類 の イ メー ジ の 項

目をたて てみ ます。因み に 『理想の国語辞典』(国 広1997:90)に は 、細 か

に著 者 が観 察 した イ メー ジの意味 ・用法が 書かれてい ますが 、 その書 の 中

での(1)〈心 の 中 に描 かれ る具体 像 〉 とい う定義が ここでい うイメージの意

味 に当た ります。例 えば次の例 文で用い られているイメージの語彙 を考 え

てみ て下 さい。
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明 るい 空 に黒 く際立 っ た煙 突が 、煙 を盛 んに吐 き出 している

イメー ジiそ の た な び く煙 と形 まで 、 眼 に残 っている ような

気が していた。 大 岡昇平 『少年』よ り(国 広1997:91)

動 詞 、副 詞等 につ い て イ メー ジ の形成の上 で明瞭でない と思われる もの

は分類の対象 か ら除いて、581例 の イ メ ー ジ を抽 出 して 分類 した もの が、

次の 表一2に 示 してあ ります 。

表 一2喩 詞 の イ メ ー ジ 分 析(581例 中)

イ メー ジの種類

生 活 の イ メ ー ジ

幼 の イ メ ー ジ

動 物 の イ メ ー ジ

抽 象 の イ メ ー ジ

人 の イ メ ー ジ

自 然 の イ メ ー ジ

光 の イ メ ー ジ

水 の イ メ ー ジ

怪 奇 の イ メ ー ジ

乗 り物 の イ メ ー ジ

雲 の イ メ ー ジ
・機 械 の イ メ ー ジ

戦 の イ メ ー ジ

神 秘 の イ メ ー ジ
生 活 イ メ ・ ジ
幼 の イ メ ー ジ

動 物 の イ メ ー ジ
抽 象 の イ メ ー ジ
人 の イ メ ー ジ
自然 の イ メ ー ジ
光 の イ メ ー ジ

怪 奇 の イメ ー ジ
戦 の イ メ ー ジ
神 秘 の イ メ ー ジ

1年
%

4.13

4.47

1.55

1.55

1.Q3

α86

1.72

0.69

0.17

if

O.34

0.17

0

0

2年

9

4

4

9

3

2

9

3

9

4

0

0

4

7

%
9

6

2

6

0

5

6

0

6

3

3

1

4

4

2

0

1

0

0

1

0

0

0

0

3年
%

4.3

4.64

1.20

0.69

1.2D

1.55

i.・

0.5Z

O.52

0.69

0.17

0.17

0.52

0.17

4年
%

2.24

2.92

1.38

0.34

1.89

1.72

0.69

0..09

1.38

i:.

0.34

0

σ

0.17

5年
90

4.82

2.75

L55

1.55

1.03

i・

0.34

G.52

0.sy

O.52

0.17

0.34

U

O.17

衣 ・食 ・住 ・道 具 ・場 所 ・人 間 関 係 を 示 す 語 彙

遊 び ・菓 子 ・子 ど も ・親 ・玩 具 ・飾 り も の ・人 形 ・面

小 動 物 ・大 動 物 ・毘 虫 ・鳥 ・魚

感 覚 ・時 間 ・夢 ・生 命 ・状 態(状 況)

人 の 状 態 ・身 体 ・顔 ・姿 ・有 名 人 物

植 物 ・風 景 ・鋼 物 ・自然 現 象

輝 き ・天体 ・火 ・光 ・稲 妻

魔 物 ・幽 霊 ・怪 物 ・超 人 間 ・血

武 器 ・兵 士

妖 精 ・神 ・天 使 ・別 世 界

6年
%

96

92

06

即

20

20

団

03

η

0

69

69

P

η

3

2

2

3

1

1

0

1

0

,0

0

0

0

合計
96

24.42

22.36

9.98

8.08

7.40

s.70

/,1

4.47

3.61

3.27

1.72

1.38

1.03

0.86

〈喩 えることば〉 には、 〈生活〉や 〈幼〉 に関係す る語彙が多 く用いられ、

自由詩の形 をとっていて も現実的 な生活 の場が主題 になっていて、哲学的

抽象的 な世界 を描いているのではあ りませ ん。一・方、川端康成の作品の イ

メージは 〈神秘〉 と 〈怪 奇〉 とされてい ますが、(中 村 明,1978:7〔 ト81)

子供 の場 合 それ は少 数で す 。 む しろ 〈生活〉の イメージが1位 で 、道具 、

食べ 物 、衣 服 類 が 多 く、そ して2位 の 〈幼 〉 の イ メー ジで も、遊 び、お菓
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子 、子 ど も、玩 具 に 関す る ものが 多いのです。 〈お どる〉 〈いたず らをす

る〉 〈相撲 をす る〉 〈あばれる〉 〈遊ぶ〉 〈冒険する〉 〈ふ ざける〉 といっ

た動詞で表現す るものが 目立ち ます。 これ ら 〈幼〉の イメージでは、その

頻度数 は、低学年は高学年の倍の値 を示 してい るのが特徴です。以下 〈動

物〉 のイメージでは、小動物 、大動物 、昆虫 に関す る語彙 、そ して く抽象

化〉 のイメージでは感覚 の語彙が多 く、高学年は低学年 の倍の値 を示 して

い ます。 〈人〉のイメージでは、人の身分や状態 を示す語彙や体 の名称等

の語彙が使用 されています。 〈自然〉 のイメージで は、植物 、風景 に関す

る語彙 が多 くみ られ ます。 〈光〉の イメージで は、輝 きを表 わす言葉特 に

宝 石、ダイヤ、シャボ ン玉が多 い ようです。

要するに子供の 自由詩 について明 白なことは、 〈喩 えることば〉 は、一

般 的知識や常識 に基づいて創 り出 され るとい うよ り、子供 たちが互 いに共

有 しているような言葉の ス トックか ら取 り出 されていることです。表面上

の言葉使 いは少 し違 っていて も、彼等は共通 した限 られたイメージを持ち、

それ らを比喩 とい う方法で表現 してい るといえます 。自由詩 にみ られる子

伊の持つaメ ー ジの近 似性 は大 きいの です が 、 〈喩 えることば〉 とく喩 え

f、れ る物〉 を どの よ うに選択 す るかは個 々の子供の 自由選択 に委ね られて

い ますか ら、大人の想像 を超 える個性 的限定的 な もので 、一般 性 に欠 けて

いる訳 です。

子供 たちにとって、比喩表現 は子供の 〈言葉〉その ものであ り、豊か な

〈意味〉の 世界です。冒頭の定義 のよ うに、比喩は間接 的表現技法 といわ

れてい ますが、子供 達に とっては、そ れ は異化作 用(1910年 代 半 ば か ら

ロシア フ ォルマ リス トが展開 した文学 ・文芸評論運動 の説の一つで、 日常

的な表現形式 に或 る別の意味 を持 たせて一層異様 に内容 を引 き立たせ よう

とす る働 き。)を 追 求 した純 粋 に詩 的 な言 語 とい うよりも、 子供 の言語 運

用 自体に内在す るものです。そ うした言語運用 は子供 の鋭 い感覚 や直感 に

よって支え られているのが これ まで挙 げて きた資料 でわか ります。

しか し次 の点 も注意すべ きで しょう。統計上 の数値 か ら観察する と く喩

える ことば〉の イメージは、抽象 的概念の イメージを除 いて、数値 の差は

大 き くはあ りません。強いて云えば小学校1年 生 に は他 の学年 と区別 され

て い い ような特徴があ ります。例 えば、無生物 に喩 える例 と感覚 に訴 える

比喩が極めて多 く、抽象化は少 ない ことです 。r供 は 、生 れ て就学 前6年

間は遊 び を通 じてC--7語の 一部 を習 得 します が 、就学 しては じめて学校教育
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を通 じて書 き言葉の本格的学習が始まります。この時期には本質的な言語

発達の段階は、ほぼ終了 しているのですが、小学校1年 生では、幼児こと

ばの特徴である未知の事物や事柄を指すのに既知のもの(特 に無生物)の

特徴、そ して類似性や近似性 に基づいて命名 している傾向が強いといえま

す。

こうした子供の比喩表現が漸次成人言語の拡張表現に変っていく過程は、

中学生の自由詩 と比較検討することによって、より興味深い言語活動一般

の研究対象 となるで しょう。
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